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か
え
ざ
れ
て
き
た
が
、
今
年
は
內
外
不
況
の
深
刻
化
と
と
も
に
、

「

中
小
炎
業
の
危
機」

は
い
ま
ま
で
.と
は
格
段
の
深
さ
と
ひ
ろ
が
り
を 

も
つ
て
き
た
よ
ぅ
で
あ
る
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何
も
中
小
企
業
の
危
機
が
年
末
か
ら
三
月
に
か
け
て
季
節
的
に
や
つ
て
き
て
は
過
ぎ
去
、る
七
い
ぅ
よ
ぅ
な
も
の
で
な
い
之
と
は
い
ぅ
ま 
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で
も
，な
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し
わ
公
せ」

さ
れ
た
構
造
的
危
機
が
ま
ナ
ま
す
深
刻
化
し
.て
き
て
お
'
 

そ
れ
が
十
一
一
月
の
決
濟
期
、
な
ら
び
に
年
末
救
濟
融
資
の
期
..：
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五
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)

か
.ら
、
何
も
細
ら
な
い
家
族
の
前
で
、
やA
醫
者
め
テ
づ
カ
ン
フ
ル
注
射
以
上
の
紉
难
は
な
い
よ
ぅ
に
思
わ
れ
る
。
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次
て
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か
ら
、
ま'ず
中
小
命
業
、
• #
-
に
中
小
エ
業
を
中
心
と
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そ
の
危
機
の
實
態
を
分
析
し
て
み
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'中
小
企
業
の
開
•
驄業

！
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；

£
’わ
ば
亂
生
.
死
亡
率
の
銃
計
を
，み
る
と
_次
.の
よ
ぅ
な
こ
と
が
わ
が
.る
。
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こ
こ
で
-
注
意
せ
ね
ば
か
ら
ぬ
點
ぱ
右
の

'

調
‘

查

は

「
决
業
保
險
法

」

に
よ
名
屆
出
義
務
者
の
屑
出
件
數
に
對
象
を
限
定
し
て
い
る
の
で
、
同
法
に
よ
.り
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末
滿
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所
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廢
業
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は
こ
れ
ら
零
細
經
營
で
最
も
甚
だ
し
い
、の
で
あ
石
か
ら
、
開

•
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業
率
の
實
際
よ
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も
著
し
く
內
輪
に
な
っ
て
い
る
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ま
ず
、
月
別
の
平
均
開
•
廢
業
率
を
ハ
ヰ
申
^ '

換
箕
し
て
み
る
と
全
產
業
に
お
け
，る
五
人
以
上
一一

百
人
朱
滿
の
中
小
企
業
の
開
業
率
は

厂
.
21
:
:，
.五

薄

»
顏

§;」

、
お

岑
_

人
以
^

1

^

上
.一.音
火
未
滿
の：

咿
企
業
に
知
い
.ズ
は
開
業
率
。三
，，四

$

廢
業
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と
ろ
雲
產
寒
製
造
藥
と
其
他
產
業
セ
ぬ
分
け
ボ
比
較
し
ズ 
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一j 

•八
、
'其
他
產
業(

こ
の
中
で
は
商
業
が
最
も
多
い)

に
お
好
る
開
業
率
四
バ
七
名
、
廢
業
率J

 

•、三
^
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あ
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に
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け
る
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九
沴
、
中
工
場
に
お
げ
る
開
業
*

一
 

•四
%

、

廢

業

率

一

，
六

で̂
あ
っ
て
小
工
場
と
中
工
場
と
で
は
：

「
質」

'

的
差
異
を
思
わ
せ
る
ょ
う
が
開
き
を
示
し
て
い
る
。
ノ
 

•
丨
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、
.

' 

っ
ま
り
全
產
業
に
お
け
る
增
減
率
の
犬
、き
さ
、
■さ
ら
に
工
業
に
，お
け
る
そ
れ
の
特
に
は
げ
し
い
こ
と
、
を
規
定
し
て
い
る
极
本
原
因
は
ぐ
-;
'

.
實
は
、
，五
人
，以
上
三
太
人
未
滿
の
小
エ
場
へ
そ
め
多
ぐ
が
い
わ
ゆ
る「

~町
1
場」

)

‘ち
お
け
る
お
ど
ろ
く
べ
き
出
生
•
死

亡

、率

の

高

さ

.
に

あ

'-
. 

.る
と
い
タ
べ
.ぎ
で
あ
つ
て
、
•實
に
小
工
場
に
•お
い
て
は
西
軒
の
中
、

ー
年
間
に
約
三
册
が
倒
れ
ハ
約
八
軒
が
新
し
く
生
れ
る
，と
い
う
こ
と 

に
な
る
。
廢
業
件
數
は
必
ず
し
も
全
部
於
倒
產
に
ょ
る
も
、の
で
，ば
な
.い
が
、へ
そ
の
大
部
分
が
業
鎮
惡
化
の
た
め
廢
業
し
た
も
9
と
推
定
さ
:-
:
' 

れ
る
。
者
た
開
業
も
プ
度
廢
業
し
た
,4
の
が
別
な
他
の
事
業
忆
轉
換
し
て
開
業
件
數
に
加
わ
る
も
の
も
多
い
實
禮
あ
る
か
ら
、
開
業
啤
.■.
•
.

 

を
そ
の
ま
ま
新
規
企
業
の
出
生
と
の
み
み
る
こ
と
は
壯
來
ず
、
從
っ
'T
眞
の
出
生
率
.は
開
業
率
を
遙
か
に
下
廻
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
ノ
■
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廢
業
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と
開
業
率
の
開
き
を
み
れ
ば
、
眞
§

生
率
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高
V
こ
と
が
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れ
る
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の 

中
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業(

開
業
率
三•

八
}T

廢
業
率」
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一，
^
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'

ょ
り
開
•，
廢
業
率
は
何
れ
も
高
く
、
•小
規
模
の
も
の
ほ
ど
開•

廢
業
雖
が
扃
い
と
い
'
.
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/
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こ

ぎ

t
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ぃ

气
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皆

中

H
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罷
數
字
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其
f
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中
f

と

農

ち

言

と

、★

業f

は
低
く
、
讓

率

,

は
髙
い
o
こ
の
こ
と
は
工
業
に
お
い
て
は
こ
の
.當
時
、
商
業
其
他
に
比
し
て
そ
0
不
況
が
.特

に

ひ

ど

‘い

こ

*>
1
を
示
し
て
_い
る
が
ヽ
-
こ
の
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,

き
は
エ
業
內
部
で
，の
小
..エ
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と
の
開
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に
玲
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な
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ぬ
ょ
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な
俾
さ
で
あ
る
か
ら
、
中H

場

は

：
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^
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^

上
昇
，を
示
し
、
•
同
年
十
こ
月
に
は
〇

*

一
%

の
最
谪
ピ

I

I
に
達
し
翌
年
正
月
に
は
〇

•

一
九
^

の
*

低
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落
つ
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が
、
二
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、
三
月
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月
の
〇
}
• r

七
^

を
ニ
つ
の
ピ

ー

ク
と
し
て
、

、チ
ダ
ザ
ク
し
た

力
： -

ブ
を
描
い
て
い
る
が
、
年
末
は
む
し
ろ
低
い
。.

、

其
他
產
業
に
ウ
い
て

'%
小
企
業
の
廢
業
率
は
ニ
十
六
年
七
月
，及

*ひ
十
丨
士
一
月
に
ピ
，

1

ク
を
示
し
て
小
工
場
と
似
た
力
ー
ブ
を
描
い
て

.
：
. 

い
る
が
、
.
中
企
業
の
そ
れ
は
二
十
六
年
七
月
を
。ヒ

i

>
と
し
て
其
後
ジ
グ
ザ
ク

•

コ
I

ス
を
迪
つ
て

お

り
年
末
は
む
し
ろ
賅
い
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の
こ
と
か
ら

^
業
と
他
の
產
業
の
區
別
ょ
り
、
小
規
模
と
中
規
模
の
區
別
の
方
が
意
味
の
あ
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
、
さ
ら
に
年
末
ひ
ど
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い
う
こ
•と

が

疆

さ
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る
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丨
月
の
ピ
ー
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で
は
機
械
工
業
の
廢
業
件
數
は
開
業
を
上
.廻
り
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化
學
エ
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い
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。
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月
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え
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い
る
。
四
月
の
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は
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ゆ
る
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三
月
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の
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の
現
れ
と
も
み
る
こ
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が
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を
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ろ
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运
を
占
む
る
に
：至

.つ
て
い
る
が
、
昨
年
三
月
末
現
在
め
そ
の
融
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\ ‘貸出總金額 め.多..中小企 
業•貸出め比 
率C涔）：

货出先數
める:中小企 
業貸叫先數 
の比率(多）

十二大银行 10,诹7億圓 20.4̂ 266,866 90.9̂、

舊特A銀行‘2,990偉圓 ’ 9.6̂ ,45,564• ： 87.6̂
地 方 銀 行 5,1印億圓 48.7̂ 44̂,598 •96.6̂
信 託 銀 fx 1,115億阊 ； 9.0̂ :12,034 i 67,妙 '
1合 ：計 .20,182億圓‘ 25.4̂ 771,057 1 93.6̂
中小企業癘編「中小企業金融j ‘28年*1月下知號財收

帘中銀行貨高趑高中に占める中小企業_ 出の割合の推移
-------：-------J：____:■-， ' - • : •へ.… -.. - - > ノ ■' •；■ i ^  - . . . •

年月 總 領 中小企業(割合多） ,大 企 • 業

、8,6骀億圓 メ,762億 圓 * '民921缚圓

25. 9 100 ( 100. (31.8%) 100 '
,12 113 112 (31.3%) 1X4
26. 3 121 1X8 (31.0%)ン 128
l：；：M'r か.::5 X25 C28.1̂) X49

9 .161 ,132, (26,1涔) 176 .
12 " 176/ (24.2 涔） 189 /

27. 3 丄 191：* X52 .(25•妙 ） 210.
‘4 192 . 163. (25.4%) く 210
5 202 ― 163 (24.4 涔） 224
C ' ,' 209. ‘, 1G0 (24.4%) . 231
.7 ,213 165 (24•妙 ) ” 226
8, ' ‘ 1 . ,221 .174 (24•妙 )

1&199億圓 4796億 圓 , 14,403億圓

宁小企業廳r中小企業關係統計_料、集」P168 '

全國銀行融資雜高中t与める中小企業貸出の割合'、,
 ̂(27年妒月末現在） 、

.

.
-
'.
-■
:'

;
の̂
.立
5:
'
:に
金
融
：：

:
:#:
黑

繞

集

ホ

土

：

:

!

*餐

■

■

囉* !
'

:-
地
鎌
銀
■
は

中
：；.： 

央
宜
大
銀
行
に
多
か 

:
.'
K

少
处
か
れ
薩
：迫
各> 

M

I

l

列
內
ぬ
' 

;勉

灰

入
»

ぁ
れ
.っ
っ:;
: 

あ
る
。
.
地
方
銀
行
は 

■產
業
に
^

け
，る
集
中 

化
の
進
行
，、

地
巧
產

' 

, 

. 

業
の
浚
落
に
つ
れ 

て

從

來

，の

傳

統

的

な

澉

方

中

小

企

翁

と

め

，
つ

.な
，が
：り
を
た
ち
切
り
な
が
あ
ぃ

：

中
央
大
產
業
の
地
方
卫
場
や
，支
店.と
の
つ
故
が
り
を
深
め
、 

t
た
こ
れ
と
基
行
.し
て
^ 1
央
大
銀
辟
の
命
下
に
谶
入
れ
ら
れ
つ
ら
あ
る
。
前
H

へ
t
最
近
に
お
け
る
地
方
銀
行
融
資
高
比
重
'の
急
減
と 

い
ぅ
現
象
'は
、
こ

の
’反
面
に
お
け
る
地
方
銀
行
資
金
，の
た
ぶ
，つ
き
と
安
淀
し
た
融
資
先
き
の
減
少

„と
い
ぅ
こ
と
と
貯
せ
考
え
る
時
、-地

方
■

一
 

' 

‘
中
小
|
-
1業
危
機
'の
實
態
と
そ
の
特
質
，

(

占

ム

、

•

•

-

•

•,

,

一
九
、
.
' 
二
七
五
ノ

企業金融の現況.



i 

7 

} 

- 

" 
I 

、

:
，

.

雷
學
會
雜
誌
，
第
四
十
六
卷
第
三
，號

:-
\

.

、
‘ 

.

ぃ

、

ぃ

-

V 

' .

。
一、一
 

P
 

'

(

一
-

I) 

' 

■

銀
•行
ひ
餘
裕
金
が
中
央
大
銀
行
に
•集
め
ら
れ
て
そ
の
貸
出
と
な
つ
て
い
る
こ
と
^
"
ぅ
か
が
わ
れ
る
。
つ
ま
りf

方
中
小
企
業
の
危
機
の
た 

め
匕
地
方
銀
行
自
身
が
投
資
先
き
々
失
つ
て「

あ
ぶ
れ」

て
い
る
と
で
も
>
ぇ
ょ
ぅ
.か
。、

■

:

T 

5最

近

都

市

九

銀

げ

、

，
中

.ヤ
も
昏
財
關
系
顧
对
は
幽
資
先
を
關
係
企
業
に
氣
中
化
.し
ょ
ぅ
と
す
る
傾̂

か
强
く
現
わ
れ
て
お*り
、

こ
れ

e>
.金
_

機
鼷
の
指
導
で
產
業# '
で
は
.企
業
集
中
化
、■ま
.た
は
企
業
の
系
洌
化
於
饔
七
く
促
進
さ
、れ
.て
>
„る
。
こ
の
た
め
資
金
を
割5
ロ
に
豐
^

, 

, 

- 

, 

.

'
'富
に
抱
ぇ
て
.い
る

地
方
'銀
行
は
.優
良
貸
付
先
を
失■ぅ
結
潘
2
な

り

、

自

、術

上

積

極

的

な

對

策

、

.に

.乘
り
出
す
^
典
炫
一
部
地
銀
は
犬
銀
行
と 

'結
”ひ
う
^

^
强
め
て
お
り
、’
ま
た
は
下
、請
銀
行
化
し
ょ
ぅ
と
す
石
傾
向
も
見
ぇ
始
め
て
い
る

〕

.(「

東
京
新
聞」

，昭
和
二
十
八
年'
.
•月
一

」

け

六

日'

m

y 

• 

, 

•
• 

• 

/
 

' 

. 

/

 

,• 

\
 

、

‘ 

.

パ

さ
ら
に

右
記
事
は
最
近
の
雷
資
傾
向
の
，著
し̂
#
色
と
し
て
次
の
諸
點
を
指
摘
し
て•い
^
。

、
 

.、
 

、

.

(

ニ〕

協
調
融
氣
か
，ら
單
獨
融.資
公
切
替
ぇ
る
，
'傾
莳
が
特
に
財
闕
系
韻
行
に
，强
く
、•こ
の
た
め
'ー
日
51
億
圓
以
上
の
大
ロ
融
資
が
增. 

加
、
，'全
貸
出
額
に
對
す
る
そ
の.此
率
は
三
0

%
な
い
，し
五
〇
夂
と
な
つ
ズ.い'
る
。
パ

’ 

、

\

一 -)：

一
翁
^

* .
輸
^

^
ぺ
#

修
嫌
赞
^

#
馨
ゅ
藥
あ
^
職
^

^

妨̂
^

^
北
^

! ,
^

.

•

•

•
.'
■

■:

.

•

,

 

.

.

. 

• 

. 

.

.•.

.

. 

.
 
J
 

:

.

.

.て.

.

.
：
.
‘
：

.

.

.
•
• 

• 

- 

- 

.

.

.

. 

ニ
 

-

*

要
す
る
傾
向
，を
强
め
て
い'

る
。

こ
の
た
め
地
方
銀
行
な
ど
は廣
良

貸
付
先
を
失
い
つ
つ
あ•る
。
 

：

疆

.顏

髮

、漏

麗

匿

_

t

種
の
'商
業
融
資
が
，中
小
融
資
の
五0
笫
を
占
め
て
い
る
。

'

;
 

’ '

(

四
、

.

.大
銀
行
と
同
一
系
大
企
業
の
育
成
故
化.を
圖
石
政
策
.の1

環
と
し
て
親
企
業
と
卞
請
企
，拳
の
資
金

(

資
材
" 

'技
術
面
を
通
ず
る 

51
1

織
化
、
系
列
化
を
强
引
に
推
進さ
せ
よ
う
と

し
て
お
り
、
こ
の

结
果
と
し
て
融
資
'の
危
險
を
負
うこ
と
な
く
、

親
企
業
マ
本
へ
の
融
資-

で 
下 
f
i
<
JK 
業
へ 
も
資
金
を
流
さ
ぅ
.と
し
て
い
 
る
。
 

こ
の
た
め
地
方
銀
行
な
ら
び
に
中
小
金
融
尊
.門
機
關
は
火
き
な
、脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て
い

ン 

_ 

_ 

\

 

, 

‘ 

. 

\

，
る
。
 

_ 

* 

. 

-

、 

'

,

(

五)

.こ

の

た

め

ォ

ー

バ

ー

•
ロ

 

ー 

'カ
解
消
に
1
り
資
金
が
潤
澤
と-な
っ
て
\>
\
,ゐ
她
汸
銀
行
な
ど
は
優
良
貸; #
先
を
失
ぅ
傾
向
に
あ
り、
'

- 

• 

t 

- 

' 

t 

\

火
銀
行
と
結
び
つ
く
こ
と
に
ょ
つ
て
優
良
貸
付
朱
の
確
保
、
、ま
た
は
分
け
前
に
あ
ず
か
，ろ
ぅ
と
し
て
い
る

。

- \
.

-

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

. 

.
.

 

V

 

.

.

.

. 

.

.
‘ 

• 

. 

• 

• 

,/ 

.

.. 

■ 

.

.

.
N 

i 

.

.

.

.

.

.
-

.

ま
た
中
小
金
融
專
門
機■
は
右
の
如
く
組
織
化
、
系.列
‘化
さ
れ
た
下
請
企
業
以
外
の
弱
小
：

<
-I
k
業
を
組
合
化
に
■ょ
っ
て
强
化
し
、
そ
の
、融

赛
ー
ー
：ハ|

=,
-
'翁)

如

,

.

.

.
以
上
は
ま
さ
に
苒
建
を
い
そ
ぎ
つ
つ
、あ
る
舊
財
闕
系
金
融
資
本
の
具
耀

£
動
き
の
•
<端
を
述
べ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
と

れ

は

中

小

，

、
- 

~
 

J 

• 

• 

■ 

. 

/ 

~
 

- 

■ 

r 

- 

■ 

• 

.

.

.

.

.

. 

, 

, 

. 

. 

I 

, 

- 

」

- 

•
、
.
ザ

 

• 

» 

. 

- 

. 

- 

, 

. 

.

,

•

企
業
の
危
機
を
促
進
す
る
原
動
力
の
動
き
か
た
の
片
鱗
身
一
；小
す
毛
，の
と
し
て
興
味
が
深

'い
。
，.

，

. 

.

： 

.

‘

こ
の
こ
と
は
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
を
原
動
力
ど
し

V

促
進
さ
れ
つ
つ
■あ
る
防
衞
體
制
、
基
地
啟
濟
の
動
き
の
中
で
つ
か
ま
れ
ね
ば
な
ら
な

■

' 

/ 

 ̂

, 

f

■

,

,

い
,
今
年
度
豫
算
に
お
い
て
は
鐵
鋼
ノ
電
力
、
、石
炭
、
，
造
微
等
の
重
點
產
業
へ
の
財
政
投
資
が
强
く
打
ち
出
令
れ
、

.
こ
れ
ら
が
平
和
的
民
、
，

.

軍
©

の
公
然
化
の
た
め
の
截
、礎
條
件
を
作
る.こ
、
と

に

そ

の

窮

極

の

目

、標

が

，
お
か
れ
て
ー
い
，
る

.ょ

ぅ
.に
思
わ
れ
で
な
ち
な
い
。

、

/ 

.
 

-

, 

.
 

、

,

本
安
定
で
し
か
.も

「

出
血」

.の
舞
い
特
需
の
：み
で
な
く
、
自
前

9
#

軍
備
|
と
^

っ
て
も
獨
立
の
#
備
で
な
い
ハ
自
前
の軍

需

發

注

の
、
'

-

.

こ
と
で
あ
かー

を
求
^

る
舊
財
闕
系
軍
需
工
業
資
私
の.國

內

，
か

ら

の

要

求

、

ニ

十

八

年

度

豫

# -
か
防
衞
費
灰
餅
っ
'て

再

軍

備

方

向

を

あ

か、

/
 

* 

‘ 

. 

• 

■ 

-
.

- 

ま
い
に
し
て
い
る
こ
と
を
非
難
す
る
ア
メ
リ
力
，側
の
促
迫
' 
•ざ
^-
に
は
ア
ィ
ゼ
ン
ハ
ッ
ア
ー
新
政
權'の
對
日
政
策
の
i
'
aと
し
て
傅
え
ら 

,

:

，
れ
る
、，
將
來
の
日
本
の
再
窜
備
を
め
ざ

p

て
の
わ
亦
國
贽
器
産
業
育
成
計
畫
ゴ1
か
%'
-
,占
領
中
の
、對
日
援
助
費
の
返
濟
は
日
本
.の
再
軍
備 

/
 

\

問
題
と
.の
關
連
を
考
慮
し'た
上
で
處
置
ず
る
と
い
ぅ
方
針
罃
必
を
考
え
合
せ
る
，時
に
は
右
の
、方
向
は
ま
す
ま
す
、生
ま
生
ま
し
い
現
實
ど
み

•
 

• 

'

 

, 

f 

- 

,
1 

* 

,
 

t
r 

. 

' 

' 

/ 

*

;

巾
小
，工
業
危
機
の
實
態
と
そ

‘

の
特
質
-(

上)

、
：

’ 

ノ

~,
-

V 
二

一

、

一

七

七

)

,

/
 

• 

, 

. 

•

• 

:

 

- 

/

 

へ

'

:

.

k

 

•

、

’ 

V
 

- 

•

，

人

ハ 

ノ
 

-

,
一 

へ

,.
/

 

:

 

•
 

ノ

.

：

——

-
く 

’ 

：

•

•

'

.,'
'
:
/
:
>
c
^
”
s
 

霊

.
#

•
, 

パ
：

'

,

,

 

, 

3
 

'
ハ
、

：

\ 

へ
ぐ
ぐ 

く

 

ン

ノ

，
 

, 

\
 

I
 

/
 

*



,

•

晋
學
鑫
誌
第
四
十
六
卷

」

噙
三
號

' 
:

、

V
'

.

ヽ

' 

;

.ス

• 

■ 

/ 
•

.
 

ニ
、ゴ
、a

,

七
八>

、
ら
，れ

^

<

1

-
朝
目
亂

8

「

日
本
經
濟
新
聞」

ニ
八
年

.

1

,

1月
ナ
六

'

礼
朝
邗
參
照
^ .
:

 

/

.
 

•

,
?

•

、 

,
 

:

ノ

 

■
,

^ ^
■'
^

■

: i
v:
-

.

.

^巧
み̂

:だ
^
妓

ド「

經
濟
の
韋
事
化
卜
は
議
會- ^
お
け
る
政
府9

答
辯
が
空
處
に
'な
れ
ば
な
る
啟
:^
、'
1
.の
：̂
§

^

現
實
に
.は
ど
んV

ん
進
行
し
て
い
：
 

る
。
脉
政
投
資
が
重
點
部
門
に
；出
さ
，れ
る
か
ら
今
ま
.で
の
H
銀
貸
出
V
Cオ
，1
バ
ー
•
’ロ
ー
ン〕

は
囘
收
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
ぅ
こ
と
に 

V
な
り
、
‘そ
や
日
離
©
食
出
し
方
針
，は
ゲ
ガ
田
！
|
诚
に
，よ4

ば
、
.
'

(

一̂

鐵
鋼
>-
,電
カ
1>
若

炭

，
，
肥

料

等

を

>

 
後

r

重

點

，產

業

」

，
と

し

て

そ 

,
の
；
助

成

的

盡

を

，
强

化

ず

る

，こ

と

0

0

;そ
の
他
の
.
'
1
%
要
不
急
產
業」

ヒ
對
し
て
は
融
資
を
さ
ら
に
引
締
め
る
ご
と0

0

貿
易
商
®
 

等
/「

優
良
.商
社
4

を
育
成
し
そ
0

「

盤
理」

.

)

を
促
進
す
る
£
と
等
に
中
心
が
お
か
机
る
と
傳4-
ら
れ
る
、

<「

東
京
新
閗j 

ニ
八
年11ぶ

十
二
日 

ぎ

。

、

ぃ
' 

:ノ

;
、
く 

：
心
ノ 

,

';
:
, 

'

\ン

'
/ 

:

ン
 

‘
 

：

I

'.'
V
••'
... 

-

.•
;i-
'
.'.
■
,
-
.
.
.

1.
.
.
.
’
...

L.
'-'
.

•

,
..»
,' 

-
-
•
•
V 

.

.'

.. 

-
. 

'

■•
'
:
-
.
-
■
->
•
-:,
•
-
:
:■
.
.•.
•
.
. 

.
•
•
•
-
-
.
.

->
.
■
-
•
 

.

.
.■
*•■
. 

.

.

.

.:
•
'
.
.
.
. 

J
-
.
.

..

..?
:•
..'
•
_
.
.

」

. 

-
- 

.
:
.
.

•■
-I
.,-
.
.
: 

. 

.

.

.

.
•
: 

.

.

.

J-
;:
:.
'
.
. 

- 

<
»

へ.
.
.
.
.

>-
:•;
■-
-、，. 

：
. 

. 

• 

V
, 

...

■•
.
.
.
.
.

'i
.. 
,,-./•
«-
.

-

.、
•广 
<

嘗
て
の
‘戰
爭
冲
9
よ
ぅ
に
重
點
產
業
が
國
防
基
礎
產
業
と
な
り
‘ヽ
* •
<

民
需
産
業
を
.「

'不
要
}

f
;
#
、

產

業」

，
と

よ

ぬ

日

が

近

く

な

い

と

誰

れ

が

ぐ 

、
斷

ー

瓦

し

免

よ

づ

か

。

獨

占

的

系

列

に

入

り

得

な

い

4

小
寶
本
の
み
な
ら
ず
大
寶
木
ま
で
が.、
優
、良
な
ら
ざ
，る
企
業
と
じ
て
盤
理
さ
れ
、
平

. 

- 

V 

- 

I 

* 

* 

- 

 ̂

グ

• 

ジ

.

和
询
民
需
唑
產
べ
の
徹
資
は
ま
す
ま
す
た
ネ
切
ら
れ
る
と
い
ぅ
方
向
ガ
は
じ
ま
ゲ
つ
つ
あ
る
よ
ぅ
に
底
わ
れ
る
。
中
小
金
融
の
.壓
迫
、
，
中 

，小
^
業

の

危

機

，の

德

刻

化

は

、

-
ま
さ
に.が

か

る

政

策

に

，よ
つ
，

H

推
進
、さ
れ
は
‘じ
め
て
い
^ ,
の
で
あ
る
。‘、
，
 

;

,

、
c

p

g

v

中
小
工
業
危
讽
の

.
實
態
と
し
て
次
ぎ
に

(

ーー.
>

,戰
後
に
お

9 -
,

る
下
請
關
係
の
變
化

\

下
請
支
拂
.
遲
鄉
間
題
等
忙
現
れ
て
い
る
_生
產
關
係
の
暫
造 

的
變
化
を
，述
べ
、

さ

ら

にS

U
獨
占
と
，中
小
工
業
と
の
關
係
、
つ
ま
、り
ゲ
ロ
あ

’

全
鸫
濟
構
造
の
中
に
お
け
る
中
小
エ
業
危
機
の
特
質
を
述
べ
、

(

四)

 

最
後
忙
こ
:̂

1

に
¥

る
申
ル
企
業
自
身
の
運
び

K

總
評
の
-
最
俾
賃
金
鬪
茕
等
に
み
ら
れ
る
勞
働
者
階
級

.

か
ら
の
危
機
に
，對
す
る
動
き
を
述
べ 

、

.

打
開
の
方
向
を
.
論
ず
る
豫
定
で
あ
る

。

\
 

ノ

'
 

.

_ 

>

當
初
.

の
プ
ラ
ン
ょ
り
も
意
外
比
第
ー
，窜

'

で
紙
數
を
費
し
，た
た
め
こ
れ
を

±

篇
と
、し
て
-

1
ま
ず
筆
を
，ぉ
く
と
と
士
し
/

追
っ
て
續
篇
を
書
く
つ
も
り
で

限

界

生

産

力

說

に

お

け

る

若

干

0

、，
問

題

點

：

鈴

木

諒

.
■ 

•

序

、：

：

、
 

. 

ぐ

す

-

•

.

.

.

.

. 

.■'
- 

... 

-L-
' 
メ
 

- 

- 

- 

. 

• 

- 

■ 

■

.
 

y 
:
 

.

.

-
 
,
 

. 

J 

: 

.... 

-

, 

/ 

* 

,

1

 

4
 

- 

( 

V 

„ 

、* 

1 

* 

'
 

■ 

, 

- 

■

% ,
旧
'の
微
視
的
經
濟
»
論
の
呻
核
を
な
し
で
ゐ
る
限#
敦
用
均
等
.の
法
則
並
.び
^
限

界

，生

產

ヵ

均

等

め

法

則

说

、

V

オ

ン

、
•
ヮ

ル

ラ

ス 

以
來
、
S
,は
V
自
明
'の
.现
と
な
っ
'て
き
て
ゐ
る
。
所
謂，Ag

g
r
e
g
a
t
i
o
n

 

•を
行
に
も
こ
の
原

.理
f
對

す

る

，反

省

は

餘

り

，

見
ら
れ
な
か 

っ
た
。
ク
ヌI

ト

，

ゥ

ィク
セ
、
ル
に
ょ
っ
て
貨
幣
ヴ•ェ
ー
ル
觀
の
排
除
が
生
張
ざ.れ
‘た
後
に
ぉ
い
て
も
尙
、
こ
の'法
則
の
#

正
が
試
み
ら
. 

れ
る
こ
と
1
殆
ん
ど
，̂
く
\
實

祭

面

へ

，
の

適

用

に

際

し

で

も

限

界

生

產

カ

氣

を

援

用

し

た

，
、そ

グ

，
テ

，
ス

函

數

が

'屢
々
現
實
0 *
資
料
に
適
用
さ 

れ
て
ゐ
る
。
し
か
し
，な
が
ら
、
，
_ダ
グ
ラ
ス
函

‘數
の
-た
と
ゴ
之
の
和
が

1
に
な
，0
ず〈

限
界
生
產
：

R

說
の
そ
の

.ま
k
の
妥
當
性
は
否
定
さ
れ 

各
こ
と
が
少
ぐ
な
，い
。
し
か
も
何
故
に
こ
の
，や
^

f

事
，
態

が

起

る

か
‘に
.っ
い
て
の
經
濟
學
的
港
察
は
殆
ん
ど
與
へ
'ら
れ
て
ゐ
な
い
。
勿
論 

そ
の
’趣
由
と
，し
て
，數
多
ぐ
の
事
柄
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
.き
る
で
あ
ら
i

が
い
本
稿
に
お
い'て
ば
、
そ
^

^
の
中
、
こ
、
三
の
.も
の
を
と
り 

上
げ
て
見
た
•い
。
，
' 

■ 

' 

•

,

:

 

' 

'
へ

■ 

\

 

1

 

<

 
.

' 

ノ
!

• 

•

,

、

,

界
生
庫
力
說
に
ぉ
ホ
る
若
干
の
間
題
點
：

，

丨 

，

：

> 

、

、

：

' 

二

三

(
I

七
九〕

!ト

I
|/
h.

I'
I.
fi；

r

i、f 
i .

I：
*i，̂

i

r
I；
lr-
I'

i;
ね
!;•
I-
I:
r
：

p
!：
r'
r

I：

I


